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残響の影響

長い残響は発話の明瞭度を下げる働きがある[1] [2]．
・Self-masking effect（音のエネルギーが膨張）
→音に「尾」がつくことで実際よりも長く聞こえる。

・Overlap-masking effect
（先行する音の「尾」が後続の音にかぶさる。）
→先行音によってマスクされるため、不明瞭になる。

日本語の長短母音判別（例: 茎 vs. 空気，黒 vs. 苦労)
・母語話者は母音の持続時間を主な手がかりとして長短を区別している

[3][4]. 
・当該母音長以外にも隣接母音長も長短判断に影響を与える [3][4]．
・母語話者の長短母音判別の知覚様式はカテゴリー知覚を呈する[5]．

・残響下では音の終点の判別が困難になるため、語末の長短母音弁別が
難しくなる[6].（下図参照[7]）

音韻判別にかかわる時間長知覚

残響下における時間長知覚に話者の声質は影響するのか？

例えば、
ポップアウトボイス（[8][9]）
・バブルノイズ下でも比較的聞き
取りやすい音声
（いわゆる「通る声」）

・マスキングの影響が小さい音声

刺激音

手順
・刺激の提示にはヘッドホン使用
・刺激音の繰り返しは3回（ランダム再生）
・条件別の実験の順番: 残響あり→残響なし

参加者は聞こえてきた単語を書き取って回答する。

有意味語
語末母音の長短を判別しにくい単語
「しき」（「しきい」）
「さど」（「さどう」）

2種類の残響環境と無響環境を用いる。
・一般的な大学の教室

-残響時間: 約0.4s
・教会

-残響時間: 約0.8s）

使用コーパス：
東北大－松下 単語音声データベース (TMW)

Set 1 : 単語音声 音韻バランス 212語
Set 2 : 単語音声 鉄道駅名・線名 3285語

話者数, 発声回数
Set 1 : 60名（男女各30名）, 各1回発声
Set 2 : 12名（男女各6名）, 各1回発声

残響設定
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